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1 問 題提 起

 幼 児期 は人 間形成 の基盤 とな る大切 な時 期 で ある

こ とはい うまで もな い。 その精神 的発 達 は, 知 能, 

感情, 社 会性 な どの面 で著 しい発 達 をみせ, 人格 の

核 とな るべ き部 分 が形 成 され る。 また, 身 体 的発 達

は, 神 経 系, 骨格, 筋 肉 な どの発 達 に伴 い, 運 動機

能 が急速 に発 達 し, 分化 して い く過程 にあ る。-一般

に1)幼 児 期 には大筋 運動 を中心 とした豊 か な運 動経

験 が必要 で あ る。2)リ ズ ミカ ルに身体 を動 かす こ と

を快 良 く感 じる芽 は, 乳児期 か ら育 って い る。3)幻

想や 空想 の世 界 を好 み, 周 囲の もの と同化 しや す い

時期 で あ る。4)自 分 を素 直 に表現 しや す い時期 で あ

る。5)興 味 が 自分 の外 に向 きつ つ あ り, 社会 性 の芽

を育 て る良 い時期 で あ るとい われて い る。 したが っ

て, この期 の子供 達 に とって, 身体 によ る自由表 現

や リズ ミカル な身体 活動 は, 豊 か な心 身の発 達 を促

す の に大切 な経験 や活動 で あ る と思 われ る。

 しか し, 実際 には, 指 導者 の経験 や興 味 の偏 りで, 

必 ず しも望 ま しい経験 や活動 と して, 幼児教 育 の保

育 内容 に位 置づ け られて い るとは思 われ ない。 そ こ

で幼 稚 園へ の調査 に よ り, 身 体 に よる 自由 表現 や リ

ズ ミカル な身体 活動 な ど, 動 きの リズム指 導の現状

を明 らか に し, そこ か ら, 特 に身体 に よる 自由表現

の現状 と問題 点 を明 らか に しよ うとす るもので ある。

II 研 究方 法

1)方 法: 質 問紙 法 によ る調査 研 究

2)調 査 対 象: 東 京都 の公 私立 幼稚 園, 各 園1件 つ

 つ の解 答を求 めた(解 答 数241)

3)調 査 内容: 下 記 の10項 目で あ り, 制 限応 答式, 

 お よび 自由記述 に よった。

(1)体育 指導 に関す る園 の 目標 お よび方針
(2)一斉保 育 にお け る体 育指 導 の有無

 (3)(2)につ い て(無)の 理 由
(4)一1昭和52年 度 の体育 指導 内容

(4)-2体 育指 導 の カ リキ ュラム化 にあた っての基 本

的考 え
(4)一3体育指 導 の指 導者 につ い て

(5)-1身 体 に よ る自由表 現や リズ ミカル な身体活 動

の指 導 内容

(5)-2最 も多 く指 導 してい る内容 に関 して, 指導 し

て良 かった 点, 困 った点

 (5)一3身体 に よ る自由表現 の指 導 を通 しての子 供達

の変 化

 (6)1身 体 に よ る自由表現 を3位 まで に選 ば な かっ

た理 由

 (6)2ど うい う点が解 決 され た ら指 導 した いか

 (7)身体 によ る 自由 表現 の指導 の ための研 究 方法

 (8)幼稚 園 の教 師 と して, 望 む研 究 の機 会

(9)在学 中 の, 身体 に よる 自由表現 に関 す る指 導 を

受 けた経験 の有無 および内容 

(10)体育 的側 面 を中心 に した幼稚 園 の理想 の教 師像

 な お, 本研 究 では, 質 問5, 6, 7, 8, 9に つ

いての み検討 した

4)調 査 期 間: 昭和53年5月, 6月

III 結 果

(1)動 きの リズ ム

 身体 に よる 自由表現 や リズ ミカ ルな身体 活動 につ

いて, 指 導 して い るもの全 て, さ らに多 く指導 して

い る順 に3位 まで をみた結 果 が表1で あ る

6っ の 指導 内容共 に50%以 上 と りあ げ られ ており, 

動 きの リズ ム系 が幼 児教 育 の中 で しめて い る位 置 を

推 察 で きる さ らに, 80%し めて い るの は, リズ ム

遊 戯, フ ォー クダ ンス, わ らべ歌 や歌 を伴 う遊 戯, 

身体 によ る自由表現 で あ り、分野 別 に, 1・2の パ

ター ンの あ る伝承 的 な もの, 3・4の 基本 的動 きに

関 わ るもの, 5・6の 表現系 とわ けてみ ると, 3分

野 にわ たっ て指 導 が行 われ て い るこ とがわ か る。 さ

らに細 部 的 にみ る と, リトミックは124冶20(56. 4%)し

か指導 されて い ない に もかか わ らず, 指導 内容 の1

位 にあ げ られ た数 は37と 高 く, 指 導 して い る園で は, 

表4 身体による自由表現やリズミカルな身体活動の
指導内容(解 答220)
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か な り時 間 を かけ, 熱 心 に指導 してい る こ とが認 め

られ る。

(2)動 きの リズム の指導 内容 につ い ての価値 意 識

 最 も多 くの時 間 を充 て てい る指 導 内容 に関 して, 

指 導 して 良 か った点 につ いて ま とめた もの が表2で

あ る。

 表2に 示 す通 り, 「誰 もが 楽 しめ, 友 達 がで きる」が

全指 導 内容 にあげ られ, また 「身体 が リズ ミカルに動 く

よ うにな る」 がわ らべ 歌 や歌 を伴 う遊 戯 を除 いた5

つの 指導 内 容 に あげ られて いる。 す なわ ち, 「誰 もが

気軽 に楽 しむ こ とがで き, 良 い仲 間作 りがで きる」

と 「身体 が リズ ミカル に動 くな るよ うに な る」 が動

きの リズム の特性 で あ るとい え よ う。 さらに細部 的

にみ ると, フォー ク ダンスや, わ らべ 歌 や歌 を伴 う

遊 戯 の よ うに, パ ター ンの ある伝 承 的 な ものは 「誰

もが気 軽 に参 加 し, 楽 しめ, 友達 がで きる」 な どの

効 果意 識 が高 い。 リズム遊戯 や リトミックなど基本 的

な動 きに関 わ るもの では 「リズ ミカル に敏 捷 に動 け

るよ うに なる」 な どの動 きの開発 に関 す る効 果意識

が高 い。 身体 によ る自由表現 で は創 造 力, 表現 性 に

関 す る効果 意識 が高 い。

 指導 して良 か った点, 困 った点 につ い ての具体 的

な記述(表3)に つ いて み る と, 指 導 して 良 かった 点
フツス

では, 指導 内容 の各 特性 に応 じて十 面 が明 らか に認

識 されて お り, 困 った点 で は, その指 導 内容 が もつ
マイナズ

特性 が, 逆 に一 に働 く点 を指 摘 してい る。例 えば リ

トミックの良 か った点 では 「話 を注意 して聞 こ うと

す る態 度 が養 われつ つ あ る」 とあ るの に対 し, 困 っ

た点 では, 「や りす ぎると指 示 がな い と動 け ない」 と

あ る。 す な わ ち, 指 導 して 良 かっ た点 と困 った点 は, 

表 裏一体 の 問題 を含 ん でい る とみ られ るよ う。(表3

参 照)

(3)身体 による自由表現 に よる子供 達 の変化

身体 に よ る自由表現 の指 導 を通 して, 子供 達 は ど

の よ うに変化 した か にっ い ての 自由記述 をみ る と(

表4)項 目1～4の 「表現 の喜 閏 「積極 的 活動」「創造 的

態 度」「興味 関 心」についての子供 達 の変化 を多 く認 め

ており, 少数 ではあるが, 「身体 の動 き」「友達 関係 」につ

いての変化 の効 果 も認 めている。すなわち, この子供 達 の

変化には, 身体 による自由表 現 の ね らいが網 羅 されてお

り, その特性 が浮 きぼ りに さ れて い る とい えよ う。

(4)身体 によ る自由表現 を指 導 内容 の3位 まで にあ げ

ない理 由, および ど うい う点 が解 決 され た らも っ

と指導 したい か につ い て

身体 に よ る自由表現 を指 導 内容 の3位 まで にあ げ

て い ないの は, 表1に 示 す通 り110園, す なわち解 答

数の約 壱 で あ る。理 由 にっ い ては表5に 示 す 通 り, 「

指 導 内容 ・方法 がよ くわ か らない」 が全体 の49%に

達 し, 他 の理 由の 多 くは多 くは この分野 に対 す る, 

指 導 者の 素養 の な さを訴 えて い る。

 次 に ど うい う点 が解決 された ら指導 しや す い かに

つ いて み ると 「指導 内容 ・方 法 が よ く解 った らや っ

てみ た い」 が約59%と 最 も多 く, 前述 の理 由 と同様

に素養 の不 足 を訴 えて い る。 す な わ ち, 養 成校 では, 

幼 児 の実際 の指 導の 内容 ・方 法 の詳 細 を明 らか に し

て, 指 導者 の養 成 に当 らな けれ ば な らな い ことが, 

こ こか らも指 摘 す る ことがで きる。

(5)身体 による自由表現 に関 す る研究

身体 によ る自由表現 の指 導 の ための研 究 を何 らか

の形 で した人 は約79%で あ り, 内容 は表6に 示 す通

り, 「保育雑 誌 を読 ん だ」「実 技 を伴 った研修 会 な どに

出席 した」 が多 くあげ られた。

(6)指導者 が望 む研 究 の機会

 どの よ うな研究 の機 会 を望 む かにつ いて は, 表7に

示す 通 り, 「実技 を伴 った研修 会」「公 開保 育 の参観 の

機 会」 を望 む もの が 多い。

(7)在学 中の身体 に よる 自由表現 の指 導 を受 けた経 験

の 有無

在学 中 に, 身 体 に よる 自由表現 に関す る指導 を受

表2 指導 して良かった点
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表3 指導 して良かった点, 困った点
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表4 身体による自由表現の指導による子供達の変化

(分類項 目は筆者, 事例は原文 どお り)
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表5 3位 までにあげなかった理由および どうい う点が解 決 されたら指導 したいか。

表6 1年間に どのような研 究を したか
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けたの は153/226(67. 7%)で あ り, 受 け なか ったのは

63均26, 記憶 な しが2/226, 記入 な しが8/226で あ った。

 次 に, 在 学 中の 自由 な身体 表現 に関す る経験 の 有

無 と, 指導 者 となった現 在, 自分 が身体 によ る自由

表現 を指導 内容 と して い るか否 か との関係 をみ ると, 

指 導 を受 けた153名 中, 130名 が指導 内容 と して お り, 

21名 が指導 内容 と して い ない(2名 記入 な し)。 さ ら

に, この21名 につ いて, 指 導 しな い理 由 を質 問6「

身体 に よる 自由表現 を3位 まで に選 ば なか った理 由

」か らみ る と, 「指 導 を受 け たが好 きにな れな い」 「自

由表現 の 良 さが解 らない」「自信 をもって指 導 で きる

まで に なって い ない」 な どが あげ られ た。 この こ と

も前述 と同 様, 養 成校 に おけ る自由 な身体 表現 の 指

導内容 や方 法 の問題 点 に かか わっ てい る と思 われ る。
 一方, 指 導 を受 け なか った63名 の 中で, 38名 が現

在指導 内容 と してい るが, その指 導状 況 は, 本調査

で明 らかにす るこ とは で きな かった。 そ して在学 中

に指導 を受 けて いな い人の 半数近 くが, や は り卒 業

後, 現場 で指導 して いな い ことは, 見過 す こ とがで

きない。

IV考 察

(1)動 きの リズム指 導 の現状 と問題点

 動 きの リズム指 導の 主 な指 導 内容 は, リズム遊 戯, 

フォー ク ダンス, わ らべ歌 や歌 を伴 う遊 戯, 身 体 に

よる自由 表現 で あ る(80%以 上指導)。

 動 きの リズムの特 性 と して1)誰 もが気軽 に楽 しむ

ことがで き, 良 い仲 間作 りがで きる。2)身 体 が リズ

ミカル に動 くよ うに なる, な どが共 通 に あげ られ てい

る価値 感 で あ る。 これ らの特性 の上 に さ らに, 各指

導内容 の特性 が加味 され て, 独 自の価値 感 が もた れ

てい るこ とが明 らか に なった。

 各指 導 内容 の特性 と問題 点 につ いて は次 の 通 りで

あ る。 フ ォー クダ ンスで は, 皆 で楽 しみ なが ら, ス

テ ップや動 きを習 得 で き, リズ ミカ ルに動 け るよ う

に な るこ とを特 性 と しなが ら も, 型 の決 った動 き, 

ステ ップ を幼 児 に一 斉 指導 す る難 しさが だ された。

わ らべ 歌 や歌 を伴 っ た遊 戯 で は, 歌 と動 きを皆 で容

易 に楽 しめ る こと を特性 と しな が らも, 言葉 の理 解

の困難, 反 復 に よ る発展 性 の 問題 がだ された。 リズ

ム遊 戯で は, リズ ミカ ルに伸 び伸 び と身体 を動 か し, 

開放 的な気 分 にな るな ど を特性 と しなが らも, 指 導

方法 ・技術 の難 しさが出 され た。 リ トミ ックで は, 

反射神 経, 注 意 力, リズム感 な どが養 わ れ るこ とを

特 性 としな が らも, 個 人差 の大 きい幼児 へ の一 斉指

導 の難 し さがだ され た。 身体 に よ る自由表現 で は, 

発 想, 想像, 創 造 の豊 か さや, 身体 が リズ ミカル に

伸 び伸 び と動 くよ うに な り, 良 い仲 間作 りがで きる

こと を特性 と しなが らも, 子供 達 か ら動 きを引 き出

し, 高 め る指 導方法 の困難 がだ された。 唱 歌遊 戯 で

は, 言葉 や曲 を覚 えなが ら, リズ ミカル に身 体 を動

かす ことがで きる こ とを特性 としな が らも, 歌 と動

きの 両立 や, 既 成 の動 きを覚 えると との問題 が出 さ

れ た。

 これ らの結 果 か ら, 指導 者 が, 1つ の指 導内 容 に

片寄 るこ とな く, 各 々の指 導 内容 の特性 を理 解 し, 

幼 児 の発達 と指 導 目標 に応 じて, 豊 かな指導 を展 開

すべ きであると, 明確 に 把握 して い るか ど うか は明 ら

か にな らな かっ た。 しか しこの こ とは 今後 の重 要 な

問題 で ある。

(2)身体 による 自由 表現 の現状 と問題 点

 約80%の 幼稚 園 で身体 に よる 自由表現 を指 導 内容

と して い るこ とか ら, 自由表現 は幼稚 園 の保 育 内容

と して定着 しつつ あ る ことが 明 らか にな った。 また, 

指 導者 達 は身体 によ る 自由 表現 の価値 を十分 に認 め, 

さ らに その特性 も適 格 にと らえて い るこ とが, 前述

の 「子 供達 の変 化」 お よび 「指 導 して良 かった 点」

で明 らかに なっ た。

 しか し一 方, 「指導 して困 った点 」で は, 「指 導 内容, 

方法 がわ か らな い」 とす る訴 えが最 も 多い こ とが明

らか に なった。 これ ら を合 わせ み る と, 指 導 力不 足

の教 師 には, 身 体 に よる 自由表現 は と りか か りに く

い指 導 内容 と もいえ よ う

(3)指導 者養 成 の 問題 点

 幼 稚 園の指 導 者の約70%の 人 が在学 中 に, 身体 に

よ る自由表 現 の指導 を受 け てい るが, その13%の 人

は現 場 で指 導 して い ない。 その原 因 は指導 者 自身 の

資 質や 努 力の 問題 も あるが, 指 導 者養 成校 の もつ 問

題 が大 きい と考 え られ る。 相場 達 によ る 「指 導者 養

成 に関 す る問題」 にお け る身体 に よる 自由表現 に関

す る調査 にお いて も, 自由表現 に最 も時 間 をか けて

表7 指導者が望 む研究の機会
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い る指 導者達 は その理 由 を, 「自由 に表現 す る良 さ を

わか って い る」「自分 が踊 った り, 創 った りす るこ と

が好 きだ か ら」「自分 が 自由 な身体 表現 の指 導 を うけ

た ことが あ るか ら」 な どをあ げて お り, また, 自由

表現 を あま り指 導 してい ない指 導者達 は, その理 由

に, 「指 導内容, 方法 が よ くわ か らない」「時 間 が少い

」な どをあ げて い る。 す な わ ち, 養 成校 の 「身体 によ

る 自由表現 の指 導 内容, 方法 がよ くわ か らない」 と

い う問題 が, その ま ま幼 稚 園の 問題 となって反 映 さ

れて い るこ とが わか る。 以上 の ことか ら, 幼稚 園 の

指導 者 が, 身体 によ る 自由表 現 を, 幼児 に指導 す る

か否 かは, 学生 時代 にその 内容 をどの よ うに経験 し, 

価値 を認 識 した か ど うか にか かって い る点 が大 きい

とい うよ う。 その為 には, 養 成校 の指導 者 は動 きの

リズ ム領 域 の各 指導 内容 特性 を類 別 して, 発 達 の特

性 とて ら して, 指導 計画 をも ち, 特 に, 自由表 現 の

本 質 を理 解 させ, その価値 を十分 に認識 させ, さ ら

に動 いた り, 創 っ た りす る楽 しい経 験 を通 して, 幼

児指 導法 を習得 させ るこ とがで きるよ うに, その指

導法 を研 究 して い か なけれ ばな らな い と思 わ れ る。

 本 調査 は以 上 の結 果 を得 たわ けで あ るが, 動 きの

リズム の指導 内容 の選 択 は並列 的 に共存 して お り, 

そ の選 択 が, 幼児 の側 よ りも, 指導 者 の側 の理 由 に

よって行 われて い るので は ない か と推 察 された。 こ

の点 は今後 の 大 きな課 題 で ある。

 幼稚 園教 諭, 保母 の養成 にあた って い る筆 者 自身

と して, 次の2点 を今 後 の課題 と して, 指導 の充 実

をはか るた め努 力 してい きた い。

(1)身体 によ る自由表 現 を文化 のパ ター ンと しての

系 列 だ けで な く, 子供 の発達 を と らえた研 究 を

合 わせて 行 い, 試 案 を出す こ と。

(2)身体 によ る自由表 現 の詳細 な指 導例 を保育 者 に

提 示 す る こと。

 最後 に, 本調 査 に協 力 いた だい た幼 稚 園の指 導者

各位 に感謝 い た します。
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